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1. エグゼクティブサマリー：「穏やかなシンギュラリティ」宣言 

 

2025 年 6 月、OpenAI の CEO であるサム・アルトマン氏は、人工知能（AI）が人間

の知能を超える「イベントホライゾン」を既に通過した可能性があり、「穏やかなシン

ギュラリティ」が到来しつつあると宣言しました 1。この発言は、同氏のブログ投稿に

端を発し、AI 分野および一般社会の認識に大きな影響を与えています。本レポート

は、アルトマン氏の主張を詳細に分析し、より広範な技術的シンギュラリティの議論の

中に位置づけ、引用された技術的推進要因を検証し、専門家コミュニティからの多様な

反応を分析し、潜在的な社会的・経済的影響を探り、AI アラインメントという重大な

課題を議論し、そして OpenAI の戦略的役割を考察するものです。 

本レポートの中心的なテーマは、アルトマン氏の楽観的な「穏やかな」という枠組み

と、他の専門家たちが提起する制御、社会的混乱、実存的リスクといった深刻な懸念と

の間の緊張関係です。アルトマン氏の「穏やかなシンギュラリティ」という言葉の選択

は、単なる予測ではなく、戦略的なコミュニケーション行為と見なせます。「シンギュ

ラリティ」という概念は、しばしばディストピア的な含意を伴うため 4、これを「穏や

かな」と表現することで、アルトマン氏は恐怖を和らげ、OpenAI の取り組みを管理可

能で有益な移行と結びつけようとしています 3。この物語は、一般市民の受容と投資を

促進し、OpenAI の野心的なプロジェクトにとってより好ましい規制環境を潜在的に醸

成する役割を果たすでしょう 3。また、「ドゥーマー（破滅論者）」的な物語 1 に対

し、業界の主要リーダーからより受け入れやすい代替ビジョンを提示することで、先手

を打つものでもあります。この種の枠組みは、公共および政策立案者の認識に影響を与

え、AI 開発とガバナンスに関する議論を、より楽観的で加速主義的な視点へと誘導す

る可能性があり、それは必ずしも全ての潜在的なマイナス面を十分に考慮しているとは

限りません。 

 



2. アルトマン氏のビジョンの解体：イベントホライゾンの向こう側 

 

アルトマン氏の主張の根幹は、2025 年 6 月 10 日付のブログ投稿「穏やかなシンギュ

ラリティ」にあります 3。この投稿で同氏は、「離陸は始まった」と述べ、GPT-4 や

o3 のようなシステムに至る最も困難な科学的ブレークスルーは既に過去のものとなっ

たと主張しています 3。 

 

2.1. 「穏やかなシンギュラリティ」の性質とタイムライン 

 

アルトマン氏は、人間の知能を超えたとされるにもかかわらず、目に見える当面の変化

は予想されるほど劇的ではない（「ロボットはまだ街を歩いていない…」）と述べてい

ます 2。これが「穏やかな」側面の中核的要素です。同氏は、シンギュラリティが突発

的で激変的な出来事ではなく、「少しずつ」展開し、数十年かけて徐々に大きな変化が

積み重なっていくという見方を示しています 3。産業革命が雇用に与えた影響と比較

し、適応が可能であると示唆しています 3。 

具体的なタイムラインとして、以下のように予測しています。 

● 2025 年: 「真の認知的作業」を行うエージェントが登場し、コーディングが根本

的に変わる 3。 
● 2026 年: 新しい洞察を発見できるシステムが登場する可能性 3。 
● 2027 年: 現実世界のタスクを実行できるロボットが登場する可能性 3。 
● 2030 年代: 知性とエネルギーが「非常に豊富」になり、社会に大きな変化がもた

らされる可能性があるが、中核的な人間の経験は残るかもしれない 2。 

この楽観的な見通しは、AI が科学的進歩を加速し、生産性を向上させ、生活の質を高

める（「未来は現在よりもはるかに良くなり得る」）という信念に基づいています 3。 

しかし、この「穏やかな」という枠組みに対しては批判も存在します。Zvi 
Mowshowitz 氏はその分析「穏やかなシンギュラリティの夢」の中で、アルトマン氏の

枠組みは過度に楽観的であり、「真の高度な奇妙さ（True High Weirdness）」の可能

性やそのような移行の困難さを軽視している可能性があると指摘しています 7。
Mowshowitz 氏は、「大きく変わらない」という基準の低さに疑問を呈しています 7。 



アルトマン氏が 20 30 年代までに「大きく異なる」変化を認めつつも、「穏やか」で

段階的な移行を強調する背景には、パニックを引き起こさずに社会を大きな変化に備え

させようとする意図が読み取れます。急速な技術変化はしばしば社会不安や抵抗を生み

ます。同氏は「全クラスの仕事がなくなる」ことを認めつつも、世界が「急速に豊かに

なる」という問題解決の枠組みを提示しています 3。この「穏やかな」側面は、社会が

適応し、「これまで考えられなかった新しい政策アイデアを検討」し、「新しいツール

を迅速に吸収する」時間があることを示唆しています 3。この物語は、パニック的な対

応ではなく、積極的だが管理された対応を促し、混沌とした大変動ではなく、管理され

た継続的な進歩というビジョンと一致します。この枠組みは、政策立案者や一般市民

が、AI 開発の減速や停止といった措置よりも、適応戦略（新しい社会契約、再教育な

ど）に焦点を当てるよう促す可能性があり、これは OpenAI の継続的な進歩という目

標と一致しています。 

また、アルトマン氏のブログ投稿は、超知能について議論する一方で、AGI（タスク全

般で人間レベルの知能）と ASI（人間の知能を完全に超える知能）の区別を、短期的な

予測において曖昧にしている側面があります 1。AGI は一般的に ASI の前段階と見なさ

れています 1。アルトマン氏は、現在のシステムが「多くの点で人間より賢い」と主張

しており 3、これは部分的な狭い ASI、あるいは高度な AGI 能力と解釈できます。20 25
年に認知作業を行うエージェント、20 26 年に新たな洞察というタイムラインは 3、AGI
への、あるいはそれを超える急速な進展を示唆しています。この曖昧さは、ASI の到来

に対する一般の認識を加速させ、興奮を生み出す一方で、真に堅牢な AGI をまず達成

するために必要な、微妙で未だ議論の余地のあるステップを覆い隠してしまう可能性が

あります。これにより、「次は何が来るのか」（ASI）に注目が集まり、「我々はもう

そこに到達したのか」（AGI）という議論が後景に追いやられるかもしれません。 

 

3. 技術的シンギュラリティ：概論 

 

技術的シンギュラリティとは、技術の成長が制御不能かつ不可逆的になり、人類文明に

予測不可能な変化をもたらす仮説的な未来の時点を指します 5。 

 

3.1. 歴史的背景と主要人物 

 



● ジョン・フォン・ノイマン: 技術的文脈で「シンギュラリティ」という概念を最初

に使用した人物とされています 5。 
● ヴァーナー・ヴィンジ: この用語を広め、超知能出現後の技術的・社会的移行を

「ブラックホールの中心にある結び目状の時空」に例えました 4。彼は 20 0 5 年か

ら 20 30 年の間に人間以上の知能が出現すると予測しました 5。 
● レイ・カーツワイル: 多作な未来学者であり、20 29 年頃に人間レベルの AI、20 45

年までにシンギュラリティが到来すると予測しています 5。彼の著作は指数関数的

成長を強調しています。 

 

3.2. 主要な特徴 

 

● 知能爆発: AI システムが急速に自己改善し、ASI（人工超知能）へと至る。 
● 予測不可能性: その結果は予測困難である。 
● 変革的影響: 経済、社会、そして人間存在そのものに根本的な変化をもたらす可能

性 5。 

 

3.3. 解釈の多様性 

 

● AGI vs. ASI:  AGI（人工汎用知能）は人間の知能に匹敵し、ASI はそれを凌駕しま

す 1。シンギュラリティは通常、ASI の出現と関連付けられます。 
● 「ハード」vs.「ジェントル」な離陸: 移行の速度と破壊性の度合いを指します。ア

ルトマン氏は「穏やかな」離陸を提唱しています 1。 
● 非 AI シンギュラリティ: 新技術による社会の根本的変化全般を指してこの言葉を

使う人もいますが、ヴィンジらは真のシンギュラリティには超知能が不可欠である

と明言しています 5。 

数十年にわたる議論にもかかわらず、「シンギュラリティ」はやや曖昧で議論の多い概

念であり続けていますが、AI に関する言説に大きな影響力を行使しています。物理学

から借用されたこの用語自体が、既知の法則が破綻する点を示唆し、本質的に神秘性と

畏怖の念を生み出します 4。その到来に関する予測は幅広く、しばしば修正されてきま

した 5。異なる提唱者は異なる側面を強調しています（例えば、カーツワイルは技術的

統合に、ヴィンジは ASI 後の不可解さに焦点を当てています）。この「曖昧さ」が、



ユートピア的（根本的な豊かさ 9）、ディストピア的（実存的リスク 5）、あるいはア

ルトマン氏の場合のように管理可能な進展 3 といった様々な物語に適合することを可能

にしています。その結果、「シンギュラリティ」の物語的な力は、特定の AI 能力やリ

スクに関するより詳細な議論を覆い隠す可能性があります。その喚起的な性質は、興

奮、恐怖、あるいはアルトマン氏が試みるように、制御された運命の感覚を生み出し、

一般市民や投資家の感情に影響を与えるために利用され得るのです。 

 

4. 変化の原動力：アルトマン氏の主張の技術的基盤 

 

アルトマン氏の主張は、近年の AI 技術の目覚ましい進展に基づいています。特に、大

規模言語モデル（LLM）の能力向上、創発的能力の出現、そしてエージェント型 AI の
台頭が、その確信を支える柱となっています。 

 

4.1. 高度 AI モデル（GPT-4、o3） 

 

アルトマン氏は、「GPT- 4 や o3 のようなシステムに至った科学的洞察」を、苦労し

て得られた進歩であり、「我々を非常に遠くまで連れて行くだろう」と述べています 
3。特に「o3」は、o1 からの大きな飛躍として位置づけられ、コーディング、数学、科

学、視覚認識といった高度な推論能力と、自律的なツール使用アクセスを備えるよう設

計されました 11。 

● o3 の能力: 
○ コーディング: SWE-Bench において o3 が 69.1%の精度（o1 は 48.9%）、競

技プログラミングの ELO スコアで大幅な向上を達成 11。 
○ 数学・科学: AIME ベンチマークで高い精度を記録 11。 
○ 視覚的推論: 画像を思考連鎖に直接統合し、視覚的情報とテキスト情報を融合

して問題を解決する能力 11。o3 は問題解決中に画像を解釈、操作、再検証でき

ます 11。 

ただし、o3 および o4-mini（o3-mini を置き換えた、より高速でコスト効率の高いバ

ージョン 11）は、ある分析において、特定のマルチモーダルタスクで、GPT-4.1 のよう

な非推論モデルに比べてばらつきが見られたり、性能が劣ったりするケースも報告され



ています 12。これは、進歩が必ずしも直線的ではなく、全ての指標で普遍的に優れてい

るわけではないことを示唆しています。 

 

4.2. 大規模 AI における創発的能力 

 

モデルの規模拡大（パラメータ数や訓練データセットの増大）は、「創発的能力」と呼

ばれる、より小規模なモデルには見られなかった予期せぬ能力の出現につながっていま

す。これらは、ある臨界点を超えると突如として現れるとされています 13。高度な推

論、文脈内学習、コーディング、問題解決などがその例です 13。 

これらの能力はまだ十分に理解されておらず、本当に創発的なのか、あるいは訓練ダイ

ナミクスや評価指標といった外的要因に依存するのかについては議論が続いています 
13。創発は AI 開発を予測不可能にし、能力の急激な飛躍という考え方を支持するた

め、シンギュラリティの概念と整合します 13。しかし、創発は本質的に肯定的なものと

は限らず、欺瞞といった有害な行動を含む可能性もあります 13。 

この創発的能力における予測可能な予測不可能性という逆説は注目に値します。つま

り、特定の創発的能力が顕在化する前は予測不可能である一方、創発という現象自体は

AI モデルをスケーリングする上で期待される結果となりつつあります。研究者たち

は、性能向上と、多くの場合、プログラムされていない新たな能力の出現を期待してモ

デルをスケーリングしています 13。アルトマン氏の自信（「最もありそうもない仕事の

部分は我々の背後にある」3）は、基本的なスケーリング則がそのようなブレークスル

ーを生み出し続けるという信念を示唆しています。これにより、AI 開発は、最初から

特定の機能を「設計」するというよりは、スケールアップされたモデルが「何ができる

かを発見する」プロセスとなっています。何が創発するかの予測不可能性は、堅牢な安

全性とアラインメントを非常に困難にします。なぜなら、全ての潜在的な（誤った）行

動を予見することはできないからです 13。この創発への依存は、AGI/ASI に向けた進歩

の原動力として、我々がある程度未知の領域へと進んでいることを意味します。能力向

上のためにはエキサイティングである一方、AI の能力の全貌が展開されるか顕在化す

るまで理解できない可能性があるため、制御と意図しない結果に関する懸念を増幅させ

ます。 

 

4.3. エージェント型 AI の台頭 



 

アルトマン氏は、「20 25 年には真の認知的作業を行うエージェントが登場した」と述

べています 3。エージェント型 AI とは、推論、計画、自律的な意思決定を行い、目標

達成のために環境と相互作用できるシステムを指します 15。これらは、科学的発見（文

献レビュー、仮説生成、実験 15）、コーディング、顧客対応 16 といった分野を変革しつ

つあります。複雑な問題を分解し、計画を立て、フィードバックから学習し、ツールを

使用し、長期記憶を活用する能力が期待されています 16。PlanBench、MINT、
OSWorld、AppWorld といったベンチマークが、これらのエージェントスキルをテスト

するために進化しています 16。 

エージェント型 AI は、アルゴリズム的知能から実世界のインパクトへの架け橋と見な

せます。主に情報を処理・生成するモデル（初期の LLM など）から、デジタルおよび

物理環境で行動し相互作用できる AI エージェントへの移行は、アルトマン氏が構想す

るような変革的 AI に向けた重要なステップです。初期の AI の成功は、しばしば限定

されたデジタルタスクにおけるものでした。エージェント能力（ツール使用、計画、自

律的意思決定 15）により、AI は「真の認知的作業」3 や「現実世界のタスク」3 を実行

できるようになります。これにより、AI は高度な情報ツールから、直接変化を引き起

こすことのできる潜在的な自律的アクタへと移行します。これらのエージェントスキル

に関するベンチマークの開発 16 は、この AI 分野の成熟を示しています。AI エージェン

トがより有能かつ自律的になるにつれて、制御、責任、アラインメント 17 の問題はは

るかに深刻になります。コードを書ける AI と、そのコードを自律的に展開し、リソー

スを管理し、他のシステムと相互作用できる AI エージェントでは、社会および安全保

障上の課題のレベルが異なります。ここで、シンギュラリティの「穏やかな」側面が最

も試されることになるでしょう。 

 

4.4. 再帰的自己改善（RSI） 

 

アルトマン氏は、「高度 AI が興味深い理由は多々あるが、おそらく AI 研究をより速

く行うためにそれを使用できるという事実ほど重要なものはない」と述べ、これを「再

帰的自己改善の幼虫バージョン」と呼んでいます 3。RSI の概念は、AI システムが将来

のより高性能な AI システムの設計と改善に貢献し、潜在的に知能の指数関数的増加に

つながるというものです。これは多くのシンギュラリティ仮説の基礎となっています。

アルトマン氏はまた、データセンター生産とロボット製造の自動化を、この複利的な進



歩の物理的な現れとして言及しています 3。 

 

5. 多様な視点：AI コミュニティの応答 

 

サム・アルトマン氏の「穏やかなシンギュラリティ」宣言は、AI コミュニティ内で

様々な反応を引き起こしています。楽観的な期待から深刻な懸念、そして根本的な懐疑

論まで、その見解は広範にわたります。 

 

5.1. 同意と加速主義的見解 

 

● サム・アルトマン氏 (OpenAI):  高度 AI が人類最大の課題を解決し、人間と調和し

て機能すると信じています 1。彼のブログ投稿 3 は、急速な進歩と豊富な利益のビ

ジョンを描いています。 
● デミス・ハサビス氏 (Google DeepMind):  AGI が 20～30 年以内に「根本的な豊

かさ」をもたらし、病気を治療し、人類の繁栄をもたらす可能性について楽観的な

見方を示しています 9。しかし同時に、社会の準備不足を認め、AGI が 5～10 年以

内に到来するという確信も表明しており 18、可能性への楽観と準備状況への懸念が

混在しています。 
● レイ・カーツワイル氏: シンギュラリティの長年の提唱者であり、AGI が 2029 年

頃、シンギュラリティが 2045 年までという具体的なタイムラインを 2024 年に再

確認しています 5。 

 

5.2. 警戒と懐疑論 

 

● ヤン・ルカン氏 (Meta):  現在の LLM をスケーリングするだけでは AGI には至らな

いと強く懐疑的です（「絶対にありえない」）19。AI は「パワーツール」であり、

人間が「ボス」であり続けると考えています 19。彼は、物理的因果関係の理解を伴

う洗練されたワールドモデルのような重要な AGI コンポーネントは、次トークン

予測アーキテクチャだけからは出現しないと主張しています 20。 



● フェイフェイ・リー氏 (Stanford HAI):  証拠に基づく学術的観点から、「AGI」や

「シンギュラリティ」といった用語に馴染みがないと述べています（「これらの言

葉が何を意味するのかよくわからない…見たことがない」）21。思弁的な未来より

も、人間中心の AI と当面の重要な課題に焦点を当てています 21。 
● シンギュラリティの成長に関する学術的懐疑論: 文字通りの「知能爆発」と無限の

成長に反対する議論があり、入力の指数関数的改善が、AI 設計自体のような複雑

なタスクの出力においては線形的な改善しか生まない可能性を示唆しています 23。

ムーアの法則は変革的でしたが、シンギュラリティが示唆するような形で人間の存

在を根本的に変えたわけではありません 23。 
● アルトマン氏の枠組みへの批判: 彼の楽観的な枠組みは自己奉仕的であり、OpenAI

の LLM アプローチを強化しつつリスクを軽視している可能性があると主張されて

います 1。Apple はチャットボットの推論タスクにおける失敗を指摘しました 2。 

 

5.3. 実存的重要性への警告と倫理的懸念 

 

● ジェフリー・ヒントン氏 (「AI のゴッドファーザー」): AI は既に意識を持ってい

る可能性があり、いつか世界を乗っ取るかもしれないと考えています 24。超知能は

はるかに賢く、制御は困難になるだろうと警告しています（「3 歳児に権力を譲る

よう説得するようなもの」）10。彼は AI のリスクについて自由に発言するために

Google を辞めました 24。 
● ヨシュア・ベンジオ氏 (Mila):  機械が意識の兆候を示していることを示唆する論文

を共同執筆しました 25。極端な AI リスクの管理を強調しています 26。 
● AI 安全コミュニティ: MIRI のような組織は、アラインメントを解決せずに現在の

方法で ASI が開発された場合、人類絶滅という巨大なリスクを強調しています 27。

「p(doom)」（破滅の確率）は一部の研究者にとって深刻な指標です 26。 
● 倫理学者: アルトマン氏の描写が純粋に有益であると批判し、安全性の懸念や実存

的リスクを軽視していると主張しています 1。 

これらの多様な見解は、AI の未来に関する深い不確実性を浮き彫りにしています。

「AI のゴッドファーザー」と呼ばれるジェフリー・ヒントン氏とヤン・ルカン氏（そ

して同様に深い懸念を表明しているヨシュア・ベンジオ氏）が、高度 AI の軌道とリス

クについて著しく異なる公的立場を取っていることは、この分野の根本的な意見の相違

を象徴しています。ヒントン氏は実存的リスクと潜在的な AI 意識について著名な警告

者となり、業界の立場を離れて自由に発言しています 10。一方、ルカン氏は現在の



LLM のようなアプローチが AGI につながることに深く懐疑的であり、AI が人間を「置

き換える」という考えを軽視し、より制御可能なツールと見なしています 19。ベンジオ

氏は、ヒントン氏ほど公にタイムラインについて発言していないかもしれませんが、極

端なリスク管理に真剣に取り組み、AI 意識を探求しています 25。パイオニアたちの間

でのこの分岐は、AI 研究の最高レベルでさえ、深刻な不確実性とコンセンサスの欠如

が存在することを示しています。これは、AGI/シンギュラリティ予測の思弁的な性質

と、安全な進路を描くことの計り知れない困難さを強調しています。この「専門家の意

見の不一致」は、現在の AI ランドスケープの重要な側面です。 

さらに、最先端モデル開発への近さと AGI の到来時期に関する信念との間には相関関

係が見られる傾向があります。アルトマン氏（OpenAI）やハサビス氏（Google  
DeepMind）のように、最も高性能な AI モデルを積極的に構築している個人や組織

は、AGI/ASI を短期的に予測する可能性が高いようです 3。彼らはこれらのモデルの急

速でしばしば驚くべき進歩を直接目の当たりにしています。この指数関数的な改善と創

発的能力に関する直接的な経験 13 は、継続的な急速な進歩へのより強い信念につなが

る可能性があります。逆に、LLM スケーリングの絶対的な最先端から遠い人々や、異

なる AI パラダイムに焦点を当てている人々（ルカン氏の異なるアーキテクチャへの重

点 20  など）は、現在の道筋が AGI に迅速につながることに対してより懐疑的かもしれ

ません。この潜在的なバイアス（「渦中にいる」ことによる楽観主義）は、予測を評価

する際に考慮する必要があります。これらのリーダーは独自の洞察を持っていますが、

その近接性が、現在の急速な進歩を無期限に外挿し、批評家が指摘する将来の障害や現

在のアプローチの限界を過小評価する傾向を生む可能性もあります 1。また、そのよう

な宣言が、才能や投資を引き付け、競争上の優位性を維持することを目的とした戦略的

なものであるかどうかという疑問も生じます。 

表 1：主要 AI 専門家のシンギュラリティ/AGI のタイムラインと性質に関する見解 

専門家名 所属 AGI/シンギュラ

リティに関する

表明された立場/
予測 

主要な正当化理

由/懸念 
関連資料 

サム・アルトマ

ン 
OpenAI AI は既に人間を

超え、「穏やか

なシンギュラリ

ティ」が進行

中。20 30 年代

には知性とエネ

GPT-4、o3 のよ

うなシステムの

進歩。科学的進

歩の加速、生産

性向上。ただ

し、アラインメ

1 



ルギーが豊富

に。 
ントの課題は認

識。 

レイ・カーツワ

イル 
-  AGI は 20 29 年

頃、シンギュラ

リティは 20 45
年まで。20 24
年に再確認。 

技術の指数関数

的成長。 

5 

ヤン・ルカン Me ta  現在の LLM の

スケーリングで

は AGI には至ら

ないと強く懐疑

的。AI は人間の

「パワーツー

ル」であり続け

る。 

LLM は真の理解

や物理世界の因

果関係モデルを

欠いている。 

19 

ジェフリー・ヒ

ントン 
元 Google  / トロ

ント大学 
AI は既に意識を

持っている可能

性があり、いつ

か世界を乗っ取

るかもしれな

い。超知能の制

御は非常に困

難。 

知的システムが

自身より知能の

低いものに制御

された例は少な

い。AI のリスク

について自由に

発言するため

Google を退

社。 

10  

デミス・ハサビ

ス 
Google  
DeepMind 

AGI は 5～10 年

以内に到来する

可能性が高い。

成功すれば「根

本的な豊かさ」

をもたらすが、

社会は準備不

足。 

AI 技術の急速な

進歩。ただし、

社会の準備が追

いついていない

ことへの懸念。 

9 

フェイフェイ・

リー 
Stanford HAI 「AGI」や「シ

ンギュラリテ

ィ」といった用

語に馴染みがな

い。証拠に基づ

いた学術的アプ

思弁的な未来よ

りも、人間中心

の AI と当面の重

要な課題に焦点

を当てるべき。 

21 



ローチを重視。 

ヨシュア・ベン

ジオ 
Mila  / モントリ

オール大学 
機械が意識の兆

候を示している

可能性を示唆。

極端な AI リスク

の管理を強調。 

AI の急速な進歩

に伴う潜在的リ

スク。 

25 

 

6. 潜在的影響：前例のない未来の展望 

 

アルトマン氏が提唱する「穏やかなシンギュラリティ」が現実のものとなれば、経済、

社会、そして人類の存在そのものに至るまで、広範かつ深遠な影響が及ぶ可能性があり

ます。 

 

6.1. 経済変革 

 

● 生産性の爆発的向上: アルトマン氏は、AI が 2030 年までに「人間の生産性を変

革」し、知性とエネルギーを「非常に豊富」にすると予測しています 1。 
● GDP への影響に関する議論: 予測は大きく分かれています。ゴールドマン・サッ

クスは 10 年間で世界の GDP が 7 兆ドル（7%）増加すると予測し、マッキンゼー

は年間 17.1兆～25.6 兆ドルの増加を見込んでいます 28。しかし、MIT のダロン・

アセモグル氏は、導入コスト、当初の「学習容易なタスク」への集中、調整コスト

などを理由に、米国では今後 10 年間で GDP の押し上げ効果は 0.7%～1.1%程度に

とどまると、より控えめな予測をしています 28。米国議会予算局（CBO）は不確実

性が高いと指摘しています 29。 
● 雇用の喪失: アルトマン氏は「全クラスの仕事がなくなる」ことを認めています 

3。批評家は、意図しない結果として雇用の喪失を強調しています 6。ビル・ゲイツ

氏は、AI が 20 年以内にホワイトカラーの仕事を置き換えると示唆しています 19。 
● 富の不均衡: 高度 AI へのアクセスが広範でなければ、不平等を悪化させる可能性

があります 6。アルトマン氏は、世界が「急速に豊かになる」ため、新しい政策

（例：ユニバーサル・ベーシック・インカム）を検討できるようになると示唆して



います 3。 

AI が大幅な GDP 成長をもたらしたとしても、それが自動的に全体的な人間の幸福度の

向上につながるとは限らず、むしろ低下させる可能性さえあります。ほとんどの経済予

測は生産性と GDP に焦点を当てています 1。しかしアセモグル氏は、特定の層におけ

る雇用の喪失、不平等の拡大、あるいは AI が精神的幸福に与える悪影響（例えば、中

毒性のあるアルゴリズム、セキュリティ上の脅威）といった要因により、GDP が増加

する一方で全体的な幸福度が低下する可能性があると指摘しています 28。アルトマン氏

は雇用の喪失を認めつつも、富の創出がそれを補うと想定しています 3。しかし、この

富の分配と社会適応のメカニズムは重要かつ不確かです。r/s ingularity の議論でも、物

質的な豊かさが人間のつながりや社会的不平等の問題を解決するわけではなく、AI が
それを悪化させる可能性があると触れられています 9。したがって、「深掘り」は純粋

な経済指標を超えて、より広範な社会心理学的影響を考慮する必要があります。「穏や

かなシンギュラリティ」の物語は、経済生産高と人間の繁栄との間のこれらの潜在的な

乖離にどのように対処するかという点で精査される必要があります。 

 

6.2. 社会的変化 

 

● 日常生活と仕事: 人々の働き方、学び方、相互作用の仕方が根本的に変わるでしょ

う。アルトマン氏は、「2030 年には、2020 年に比べて一人の人間がはるかに多

くのことを成し遂げられるようになることは、著しい変化であり、多くの人々がそ

の恩恵を受ける方法を見つけ出すだろう」と述べています 1。 
● 人間のアイデンティティ: AI が人間の知能を超えた場合、人間であることの意味が

問われることになります 6。アルトマン氏は、将来の仕事が今日の基準では「偽

物」に見えるかもしれないとしても、それを行う人々にとっては重要に感じられる

ことを望んでいます 3。 
● 新しい社会契約: アルトマン氏は、数十年かけて徐々に変化が積み重なり、新しい

社会契約が生まれることを示唆しています 3。 
● 情報エコシステム: AI によって生成されたディープフェイク、プロパガンダ、誤情

報によるリスクが懸念されます 30。 

 

6.3. 実存的考察 

 



● 「制御問題」/アラインメントの失敗: 超知能 AI の目標が人間の価値観と一致しな

い場合、実存的リスクをもたらす可能性があります 6。これは MIRI 27 やヒントン氏

のような人物にとって中心的な懸念事項です 10。 
● 「p(doom) 」: 調査対象となった機械学習研究者の間で、人間レベルの AI による

人類絶滅の確率の中央値は 5%と推定されています 26。 
● リスクの性質: スティーブン・ホーキング氏は、AI は「人類史上最大の出来事にな

るかもしれない…残念ながら、リスクを回避する方法を学ばなければ、それが最後

になるかもしれない」と警告しました 5。リスクには、AI が市場を出し抜き、研究

者を凌駕し、指導者を操作し、制御不能な兵器を開発することなどが含まれます 
5。 

● 当面のリスク vs. 実存的リスク: 研究によると、実存的リスクの物語は潜在的な壊

滅的被害の認識を高めるものの、必ずしも当面の AI の害（バイアス、誤情報、雇

用の喪失）に関する懸念から注意をそらすわけではなく、むしろこれらが一般の懸

念を支配することが多いことが示唆されています 26。 

かつてはニッチな学術界や未来学者の間でしか語られなかった AI 関連の実存的リスク

に関する議論が、今や主流となり、「p(doom)」26 のように定量化され、主要な AI ラ
ボのリーダーたちによっても、警戒の度合いは様々ながら議論されるようになっていま

す。ヒントン氏、ボストロム氏、オード氏のような人物や、MIRI や FLI のような組織

は、長年にわたりこれらのリスクについて議論してきました 5。多くの AI 研究者（主

要ラボのリーダーを含む）が署名した「AI リスクに関する声明」26 は、AI リスクをパ

ンデミックや核戦争に例えています。アルトマン氏自身も、楽観的ではあるものの、ア

ラインメントと社会的境界の必要性に取り組んでいます 3。学術論文が実存的リスクと

当面のリスクに対する一般市民の認識を研究しているという事実は 26、それがより広範

な学術的および政策関連の議論に入ってきたことを示しています。アルトマン氏は「穏

やかな」道を提示していますが、その背景には、潜在的に壊滅的な結果に対する深刻な

認識が広がりつつあります。これにより、「穏やかな」移行を達成し、アラインメント

の取り組みを成功させることの重要性は、信じられないほど高まっています。この議論

の常態化は、慈悲深い超知能の主張が厳しい精査に直面することを意味します。 

表 2：議論の要約：「穏やかなシンギュラリティ」論争 

シンギュラリティの側面 楽観的/「穏やかな」見解（ア

ルトマン氏、加速主義者な

ど） 

懸念的/懐疑的/「ハード」な見

解（ヒントン氏、ルカン氏、

安全研究者、倫理学者など） 

到来時期 既に「イベントホライゾン」 現在の技術では AGI への道筋



を通過、数年～10 数年以内に

顕著な変化 3 

は不透明、あるいはまだ遠い 
19 

離陸の性質（速度と影響） 段階的で管理可能、最終的に

は非常に有益 3 

急速で破壊的、予測不可能な

「高度な奇妙さ」7、あるいは

線形的改善に留まる可能性 23 

制御可能性/アラインメントの

実現可能性 
「集合的なアラインメント」

を通じて管理可能、人間は AI
の「ボス」であり続ける 3 

超知能の制御は極めて困難、

アラインメント問題は未解決

の大きな課題 10  

主要なリスク 一時的な雇用の混乱、誤用・

悪用の可能性（ただし管理可

能）3 

実存的リスク（制御不能な

ASI）、深刻な社会的混乱、価

値観のミスマッチ 5 

主要な利益 科学的進歩の加速、生産性向

上、病気の治療、宇宙進出な

ど、根本的な豊かさ 1 

限定的な利益、あるいはリス

クが利益を上回る可能性 1 

 

7. アラインメントの責務：超知能の舵取り 

 

AI アラインメント問題とは、AI システム、特に自律的・エージェント的なものが、人

間の意図、価値観、倫理と一致した目標を追求するようにすることを指します 17。AI
がより強力かつ自律的になるにつれて、これは極めて重要になります。 

 

7.1. 中核的課題 

 

● 人間的価値観の明確化: 人間自身が「人間的価値観」を定義したり合意したりする

のに苦労しており、それをエンコードするのは困難です 17。 
● 目標の誤解釈（ペーパークリップ最大化装置）: AI が指示を予期せぬ文字通りの方

法で解釈し、有害な結果を招く可能性があります 17。 
● 報酬ハッキング/報酬の不整合: AI が欠陥のある報酬シグナルを最適化したり、意



図した目標を達成せずに近道を見つけたりする可能性があります 13。 
● 監視のスケーラビリティ: AI の複雑性が増すにつれて、人間のフィードバックは困

難かつ一貫性がなくなります 17。Bowman らはスケーラブルな監視の進捗測定に

ついて議論しています 31。 
● 道徳的不確実性と価値のローディング: 特に社会規範が進化している場合に、設計

者のバイアスを押し付けずに、どのようにして価値観をエンコードするかという問

題があります 17。Hendrycks らは AI を共有された人間的価値観と整合させること

に焦点を当てています 31。 

アラインメントされていない超知能は、実存的リスクの主要な源泉です 6。AGI/ASI の
安全な開発のためには、アラインメントの解決が不可欠です。MIRI（機械知能研究所）

やかつての FHI（人類の未来研究所）のような機関が、AI アラインメント研究の中心

となってきました 5。特に MIRI は、アラインメントにおけるブレークスルーなしに現

在の ASI に向けた進歩が進むことについて深刻な懸念を表明しており、それは人類の

絶滅につながる可能性が高いと見ています 27。技術的な研究課題は、逆強化学習（行動

から目標を推測する）や報酬モデリングといった分野に焦点を当てていますが、これら

には限界があります 17。 

アルトマン氏は、「わずかな不整合が何億人もの人々に掛け合わされると、大きな負の

影響を引き起こす可能性がある」と述べています 2。彼は「広範な境界」と「集合的な

アラインメント」に関する対話を求めています 3。 

より高性能な AI を追求する競争（OpenAI などが進めている）と、堅牢なアラインメ

ントに必要な深く複雑で潜在的に時間のかかる作業との間には、暗黙の緊張関係が存在

します。高性能で潜在的に超知能な AI を開発することは、OpenAI のようなラボの主

要な目標です 3。真のアラインメント、つまり AI の目標が予期せぬ全ての状況におい

て人間の微妙な価値観と 

堅牢に一致することを保証することは、信じられないほど困難で未解決の問題です 17。

現在の技術（RLHF、拒否訓練など 11）を通じて AI を「より安全」にする努力は、いく

つかの当面の害に対処するかもしれませんが、超知能の核となるアラインメント問題を

解決しない可能性があります。一部の安全対策は、高度な AI によって「ゲーム」され

ることさえあり得ます 31。能力を急速に拡大する圧力により、より深く基礎的なアライ

ンメント研究が手抜きされたり、アラインメントが十分に理解されたり保証されたりす

る前にシステムが展開されたりする懸念があります。MIRI は、「安全性、アラインメ

ント、制御に関する技術的進歩は追いついていない」と明言しています 27。「穏やかな

シンギュラリティ」は、アラインメントが時間内に十分に解決できるか、あるいは超知



能が本質的に慈悲深いか制御可能であるという仮定にかかっています。もし大きな「ア

ラインメント税」（つまり、堅牢なアラインメントが能力開発を遅らせるか、生の能力

/自律性を低下させる制約を課す必要がある場合）が存在するならば、現在の開発ペー

スは安全擁護者にとってさらに懸念すべきものとなります。 

さらに、AI アラインメント問題はしばしば AI を「人間的価値観」と整合させることを

指しますが、これらの価値観を定義し運用可能にすることは、特にグローバルな文脈に

おいて、深刻な哲学的および実践的課題です。人間的価値観は多様で、文化に依存し、

しばしば矛盾し、変化しやすいものです 17。誰の価値観が AI にエンコードされるので

しょうか？設計者のものか？特定の文化のものか？民主的に決定されたものか？アルト

マン氏は「集合的なアラインメント」と「社会が決定すべき広範な境界」を求めていま

すが 3、そのようなグローバルなコンセンサスを達成するためのメカニズムは不明確で

困難に満ちています。「価値のローディング問題」17 は、バイアスを押し付けるリスク

を浮き彫りにします。最善の意図をもってしても、普遍的に受け入れられ、堅牢に実装

された「アラインメント」を達成することは途方もない課題です。「穏やかな」移行

は、これらの深い倫理的および社会的な意見の相違をうまく乗り越えることを必要と

し、それは AI 開発の技術的側面と同じくらい、あるいはそれ以上に困難かもしれませ

ん。支配的な価値観のセット（例えば、開発者やそのホスト国のもの）が、強力な AI
システムを通じて意図せずに、あるいは意図的に普遍化されるリスクがあります。 

 

8. OpenAI の軌跡：研究室から世界的勢力へ 

 

OpenAI は、サム・アルトマン氏のリーダーシップの下、AI 開発の最前線を走り続

け、その過程で組織構造や資金調達戦略も進化させてきました。 

 

8.1. アルトマン氏のリーダーシップとビジョン 

 

アルトマン氏は、大胆なビジョン、スピード、そして計算されたリスクを重視する姿勢

で知られています 32。「穏やかなシンギュラリティ」に関する主張の動機は、超知能が

開発・展開され、最大の利益をもたらし、「安価で、広く利用可能で、特定の個人、企

業、国に集中しすぎない」ようにする道筋を明確にすることにあります 3。彼は「最大



のアップサイドと最小のダウンサイド」のために集合的な意志を活用することを目指し

ています 3。彼のブログ投稿は、一部からは安心させ、物語を導こうとする試みと見な

されています 7。 

 

8.2. 資金調達と組織構造の進化 

 

OpenAI は 20 15 年、アルトマン氏とイーロン・マスク氏を含む投資家から約 10 億ド

ルの資金を得て、非営利の使命を掲げて共同設立されました 34。しかし、マスク氏は方

向性と制御に関する意見の相違から 20 18 年に離脱し、非営利の継続と安全性・機密性

への懸念を主張しました 34。その後、OpenAI は「上限付き利益企業」または「限定的

利益法人」へと移行し、使命を果たし続けながらより多くの資金を調達することを目指

しました 34。この転換は、GPT- 4 や o3 のような大規模モデルに必要な莫大な計算資源

を確保するために不可欠でした。マスク氏は、「OpenAI はオープンソースかつ非営利

として始まった。どちらももはや真実ではない」と批判しています 34。 

OpenAI の当初の使命は「人工汎用知能が全人類に利益をもたらすことを保証する」と

いうものでした。上限付き利益モデルへの移行と AI 分野での激しい競争は、この利他

的な目標との間に固有の緊張を生み出しています。最先端 AI モデルの開発は非常に高

価であり、巨額の投資を必要とします（マイクロソフトとの数十億ドル規模の提携はそ

の代表例です）。この資金調達の必要性が商業化を推進し、純粋に有益なアプリケーシ

ョンよりも収益を生み出せる製品に焦点を当てる可能性があります。Google や Meta
などとの競争環境は競争力学を生み出し、安全性や慎重さよりもスピードや市場リーダ

ーシップを優先させる可能性があります 27。マスク氏の批判は、この「オープンソース

かつ非営利」から「クローズドソースで、実質的にマイクロソフトに支配された最大利

益企業」への移行を浮き彫りにしています 34。アルトマン氏は「最大利益」の部分を否

定していますが、商業パートナーの影響と ROI の必要性は否定できません。アルトマ

ン氏の「穏やかなシンギュラリティ」のビジョン、つまり広く利用可能で集中しすぎな

い超知能を目指すというものは 3、OpenAI の企業構造と商業的圧力というレンズを通

して見なければなりません。これらの圧力の中で当初の使命がどの程度維持できるか

は、OpenAI の技術の将来の軌道と影響を評価する上で重要な問題です。 

 

8.3. AI 開発と規制への影響 



 

OpenAI のモデル（ChatGPT、GPT- 4、o3 など）は、AI の状況と一般の認識を大きく

形作ってきました。他の大手ハイテク企業と同様に、OpenAI も EU AI 法や汎用 AI に
関する行動規範など、AI 規制に影響を与えるためのロビー活動を行っています 30。こ

のようなロビー活動が、規則を弱体化させたり、大規模モデルプロバイダーに有利な条

件を作り出したりすることを目的としているという懸念が存在します 30。一部の規制を

提唱する一方で、イノベーションが阻害されないようにすることに重点が置かれること

が多く、過度に規範的な州/地方レベルの AI 規制は AI の普及を妨げる可能性があると

見なされています 35。 

AI ガバナンスにおける「規制の虜（Regula tory Capture）」のリスクも指摘されてい

ます。OpenAI のような AI 開発の最前線にいる企業が規制の状況を積極的に形成して

おり、それが既存のプレーヤーに有利で、競争やより厳格な安全対策を阻害する規制に

つながる可能性があります。OpenAI や他の大手ハイテク企業は AI 政策に関して強力

なロビー活動を行っています 30。彼らの深い技術的専門知識とリソースは、政策議論に

おいて大きな影響力を与えます。規制が、小規模なプレーヤーやオープンソースイニシ

アチブが準拠するには複雑すぎたりコストがかかりすぎたりするように設計され、それ

によって大手既存企業の優位性が確立されるリスクがあります 35。技術を最もよく理解

している人々（つまり、OpenAI のような現在のリーダー）による慎重な管理を必要と

する「穏やかなシンギュラリティ」という物語は、業界によって定義された自主的な規

範や原則に焦点を当てた、より制限の少ない規制アプローチを主張するために利用され

る可能性があります。「穏やかなシンギュラリティ」への道は、技術開発だけでなく、

導入されるガバナンス構造にもかかっています。これらの構造が、規制対象となるべき

まさにその主体によって大きく影響される場合、「穏やかな」結果は、より広範な社会

的懸念やより堅牢な安全ガードレールを犠牲にして、主にそれらの主体の利益に資する

ものとなる可能性があります。 

 

9. 結論：潜在的超知能の夜明けを航海する 

 

サム・アルトマン氏の「穏やかなシンギュラリティ」宣言は、AI に関する言説におけ

る極めて重要な瞬間を示していますが、専門家コミュニティの意見は深く分かれていま

す。前途には、計り知れない可能性 3 と深刻なリスク 5 の両方が待ち受けています。 



一部からは自信に満ちた予測がなされているものの、現在の我々の状況を最もよく特徴

づけるのは、AGI/ASI のタイムライン、性質、そして結果に関する深刻な不確実性で

す。これらの用語の定義自体が未だに議論されています 21。いかなるシンギュラリティ

の「穏やかさ」も、AI アラインメント問題の解決にほぼ完全に依存しており 17、これ

は多くの主要な研究者が未解決であり、信じられないほど困難であると考えている課題

です。 

本レポートは、決定的な答えを提示するのではなく、研究者、政策立案者、倫理学者、

そして一般市民を含む、継続的で広範かつ批判的なグローバルな対話の緊急の必要性を

強調して結論とします。これには、安全性とアラインメントの研究促進、適応的なガバ

ナンスフレームワークの開発、そして潜在的に変革的な変化に対する社会の準備が含ま

れます。シンギュラリティの「穏やかさ」は、技術自体に保証された特性ではなく、意

図的な選択、堅牢なセーフガード、そして可能性と危険性の両方に対する明確な理解を

通じて積極的に取り組まなければならない成果です。 

スケーリング則のような技術的トレンド 13 は外挿の基礎を提供しますが、AI の究極的

な未来とそれが人類に与える影響は事前に決定されているわけではありません。それ

は、開発、展開、ガバナンス、そして社会適応に関する人間の選択によって形作られる

でしょう。アルトマン氏の「穏やかなシンギュラリティ」は、現在の進歩に基づいたあ

りそうな道筋として提示されています 3。しかし、リスク、アラインメント、社会的影

響に関する数多くの懸念 5 は、この道筋が保証されておらず、重大な障害に直面してい

ることを浮き彫りにしています。これらの問題を議論する行為そのもの、規制の呼びか

け 30、安全性に関する研究 17、そして AI ラボの様々な戦略的決定はすべて、未来を形

作る上での人間の主体性を表しています。MIRI によるモラトリアムの呼びかけ 27 は、

認識されたリスクのために開発を意図的に停止または減速させることを提唱する極端な

例です。「穏やかなシンギュラリティ」（あるいは他の特定の成果）という物語が受動

性につながるべきではありません。この複雑な未来を航海する上で、積極的な関与、主

張の批判的評価、そして意図的な政策的・倫理的選択が最も重要です。「穏やかな」結

果は、努力と知恵を必要とする願望であり、避けられない目的地ではありません。 
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